
■■■■■３０年度 企業向け ごみ減量実践講座■■■■■■ 
 
京都商工会議所と協力して開催している「エコロジーはエコノミー ごみ減量実践講座」。この講座は，企業のごみ減量や環境対
策を主なテーマに多彩な顔ぶれの講師をお招きし，廃棄物に関連する最新情報や取組事例，廃棄物処理現場の見学会等を開
催しています。平成３０年度は，5 回開催です。是非，ご参加ください！ 
■主催：京都市ごみ減量推進会議・京都商工会議所 
■後援：公益社団法人 京都工業会・一般社団法人 京都府産業廃棄物３R 支援センター・NPO 法人 KES 環境機構 

 

平成３０年１１月２９日（木）    

「変わる中国！環境ビジネス最前線」 
猛スピードで環境に関する施策を進め，大きく変革している中国ですが，これまで日本が経験してきた環

境への取組にかかる技術と経験が求められているといいます。国家プロジェクトである浙江省浦江（プージャン）県での家庭ご

み処理のモデル事業を中心に中国国内の廃棄物事情など，地球規模で影響のある中国の最新情報をお伝えします。質疑

応答でも，多くのご質問にお答えします。お申込時の事前のご質問，参加できない方からのご質問も大歓迎です！ 

日  時： 平成３０年１１月２９日（木） 午後 2 時 30 分～4 時 30 分 

会  場： 京都私学会館 ２０６室 （京都市下京区室町通高辻上ル山王町 561） 

参加費： 無料（ごみ減会員，非会員共に） 

定  員： ４０名（先着順） 

講  師： 浙江加百列生物科技有限公司 董事長 張 冲氏（チョウ・チュウ） 

 

平成３０年１２月７日（金） 

「世界とつながる日本のごみ～保津川から見えること～」 
京都の一大観光である保津川下りは，日本の広告塔。しかし，川下りで目にする大量のごみに考えさせら

れることは多く，昨今明らかになってきた廃プラスチックの問題は深刻です。1200 年もの間、京都を支えてきた保津川で自然

と向きあい川で生きる講師から，川や観光地の現状と企業の社会的責任についてお話いただきます。 

日  時： 平成３０年１２月７日（金） 午後 2 時 30 分～4 時 30 分 

会  場： 京都私学会館 ２０６室 （京都市下京区室町通高辻上ル山王町 561） 

参加費： 無料（ごみ減会員，非会員共に） 

定  員： ４０名（先着順） 

講  師： 保津川遊船企業組合代表理事  豊田 知八氏 

 

平成３１年 1 月２３日（水）  

「堀口昌澄さんと行く，廃棄物処理施設見学バスツアー」 
企業の努力義務となっている廃棄物処理の現地確認。でも，どういう点をチェックすべきか・・・不安はありま   

せんか？堀口昌澄氏に排出事業者の視点からレクチャーいただきながら，様々な種類の廃棄物処理が 1 カ所で見られる三

重中央開発㈱の施設を見学します。  http://miechuokaihatsu.jp/ 

日  時： 平成 31 年 1 月２３日（水） 正午出発（市営地下鉄「竹田駅」西口）午後 5 時頃解散 

訪問先： 三重中央開発株式会社 三重リサイクルセンター（三重県伊賀市予野字鉢屋 4713 番地） 

参加費： 無料（ごみ減会員，非会員共に）＊お申込み時に，生年月日（西暦）と参加当日のご年齢をお知らせください（保険加入のため） 

定  員： 40 名（先着順  申込期限 １月１１日（金））＊参加者に詳細をご連絡します。 

講  師： メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社 シニアコンサルタント  堀口昌澄氏 

 

 

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収へ 

 

 
第１回 

講座 

 
第２回 

講座 

 
第３回 

バスツアー 

一般・学生ほか
どなたでも参加

ください。 

 



平成３１年 ２月８日(金)   

「中国内廃棄物行政・循環経済の最新動向 

～日本企業はどう対応すべきか～」 
これまでリサイクル処理の大きな出先の 1 つであった海外への輸出。中国の施策変更により、廃プラを筆頭にさまざまな資源リ

サイクル事業において大きな影響が出ています。中国環境規制対応など中国の環境コンサルタントの第一線でご活躍の講師

から、資源性廃棄物輸入制限も含め、中国国内の廃棄物行政・循環経済の全体像と最新動向をお話いただきます。 

日  時： 平成３１年２月８日(金)  午後 2 時～4 時 30 分 

会  場： 京都商工会議所 2 階 第 1～２教室（京都市中京区烏丸通夷川上ル） 

参加費： 無料（ごみ減会員，非会員共に） 

定  員： ６０名（先着順） 

講  師： 北京大野木環境コンサルティング有限公司 総経理  大野木 昇司氏  

 
 

平成３１年２月２０日（水）    

「紙リサイクル工場（大津板紙）見学」 ※バスツアーではありません 

紙の分別，リサイクルは広まってきましたが，まだまだ燃やされてしまっている紙があるようです。できるだけ紙を

燃やさず有効に活用すること，また，リサイクルに向かない紙はどのような悪影響があるのかを知り，職場や日常でどのような

紙を選ぶ必要があるのかを考えてみませんか。当会議の秘密書類リサイクル事業の搬入先でもあり，環境規制が厳しい琵琶

湖の近くで操業されている「大津板紙」で，紙に関する日ごろの疑問もスッキリ解決！ 職場で「紙博士」になれますよ。 

日  時： 平成３１年２月２０日(水)  午後２時～４時 

会  場： 大津板紙株式会社 本社工場（滋賀県大津市馬場 1 丁目 15 番 15 号） 

集  合： 現地又は，JR・京阪膳所駅周辺  ＊参加者に詳細をご連絡します。 

参加費： 無料 ただし、現地往復の交通費は各自負担（ごみ減会員，非会員共に） 

定  員： ３０名（先着順） 

 

参加申込書 以下の内容について，FAX 又はメールにてお知らせください（先着順）FAX 075-641-2971 

参加希望日 
（希望日に ✔ ） 

□第１回 11 月 29 日 中国環境ビジネス 

□第２回 12 月 7 日 保津川から見えること 

□第 3 回 1 月 23 日 処理施設バスツアー 

□第 4 回 2 月  ８日 中国廃棄物行政 

□第 5 回 2 月２０日 大津板紙見学 

団体・企業名  

団体・事業所住所 

＊1/23 申込の方は自宅住所 

 

お名前 
＊1/23 申込の方のみ 生年月日（西暦）        ご年齢      

電話番号  講座等の電子メールでの案内を希望 

□する  □しない  □登録済 電子メール又は FAX  

＊第３回施設見学バスツアーにお申込みの方は，自宅住所及び，お名前欄に，生年月日及び年齢もご記入ください。（保険加入のため） 

●web 申込フォームもご利用ください。  http://kyoto-gomigen.jp/works/186.html 

 

お申込み・お問合せ先 京都市ごみ減量推進会議   TEL 075-647-3444    FAX 075-641-2971 

E-MAIL sanka@kyoto-gomigen.jp   HP http://kyoto-gomigen.jp 

 

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収へ 

 
第５回 

見学 

 
第４回 

講座 

mailto:sanka@kyoto-gomigen.jp
http://kyoto-gomigen.jp/

